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本
書
の
著
者
は
、
山
口
・
神
奈
川
両
県
の
水
産

試
験
場
等
で
の
長
年
の
水
産
資
源
研
究
を
経
て
、

現
在
は
漁
業
不
振
問
題
や
活
性
化
手
法
の
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
る
研
究
者
で
あ
る
。
そ
の
手
に
よ

る
本
書
は
、
第
一
部
「
日
本
固
有
の
漁
業
問
題
と

漁
業
の
食
料
産
業
特
性
」
と
第
二
部
「
漁
業
と
地

域
の
活
性
化
事
例
」
と
い
う
二
部
構
成
と
な
っ
て

い
る
も
の
の
主
眼
は
第
一
部
に
あ
り
、

漁
業
生
産
に
密
着
し
た
研
究
現
場
か
ら

の
日
本
の
食
の
現
状
に
対
す
る
警
鐘
と

い
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

そ
し
て
今
日
の
漁
業
問
題
を
考
え
る
う

え
で
示
唆
に
富
む
指
摘
が
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
あ
え
て
第
一
部
に
焦
点

を
当
て
て
レ
ビ
ュ
ー
し
た
い
。

　

そ
の
第
一
部
は
、
著
者
自
身
が
「
わ
が
国
の
水

産
物
の
需
給
動
向
に
係
わ
る
基
本
的
な
漁
業
情
報

の
提
示
を
目
的
と
し
た
」
と
し
て
お
り
、
漁
業
不

振
の
内
容
を
統
計
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
高
度
成
長
期
の
最
盛
期
に
起
き
た
優
占

種
の
価
格
破
壊
（
一
次
）
が
第
一
の
要
因
で
あ
り
、

続
く
第
二
次
の
価
格
破
壊
（
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
崩

壊
さ
せ
る
ほ
ど
輸
入
が
増
加
し
た
一
九
七
〇
年
代

後
半
以
降
の
全
種
に
わ
た
る
価
格
破
壊
）
に
よ
っ

て
決
定
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
と
結
論
づ
け
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
、
①
七
〇
年
代
半
ば
以
降
国
内

で
漁
獲
さ
れ
る
水
産
物
を
駆
逐
す
る
か
た
ち
で
進

行
し
た
水
産
物
輸
入
、
②
著
者
に
よ
る
「
正
常
な

消
費
限
界
」（
食
用
）
約
三
〇
〇
万
ｔ
に
対
し
国

内
水
産
物
の
供
給
可
能
量
は
七
〇
〇
万
ｔ
（
う
ち

二
〇
〇
カ
イ
リ
内
五
〇
〇
万
ト
ン
）
で
あ
り
自
給

可
能
、
③
沿
岸
漁
獲
量
の
減
少
は
資
源
の
減
少
で

は
な
く
、
沿
岸
漁
船
漁
業
の
稼
動
数
減
少
に
起
因
、

等
々
の
実
態
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
著
者
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
相

模
湾
の
事
例
を
も
と
に
、
①
総
数
二
〇
〇
余
種
の

う
ち
上
位
三
種
で
全
体
の
七
〇
％
内
外
、
同
一
〇

種
で
九
〇
％
内
外
を
占
め
る
等
、
僅
か
な
優
占
種

に
大
き
く
偏
る
、
②
漁
期
間
単
位
で
み
れ
ば
際
立

っ
た
法
則
性
を
も
つ
が
、
日
々
の
漁
獲
量
は
不
安

定
と
い
っ
た
漁
業
の
二
大
特
性
に
も
言
及
し
、
こ

の
こ
と
が
食
料
産
業
と
し
て
漁
業
を
考
え
る
場
合

の
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
漁
業
は
「
現
存
す
る
唯
一
の
狩

猟
型
食
料
産
業
」
で
あ
り
、
海
面
漁
業
に
大
半
を

依
存
す
る
と
い
う
生
産
構
造
は
、
そ
の
歴
史
的
な

必
然
性
か
ら
今
後
と
も
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
し

て
い
る
。
そ
の
狩
猟
資
源
の
利
用
原
則
は
、
自
然

が
生
み
出
す
産
物
を
選
り
好
み
な
く
存
分
に
活
用

し
、
享
受
す
る
知
恵
を
働
か
せ
る
こ
と
に
あ
り
、

魚
食
時
代
と
い
わ
れ
た
六
〇
年
代
ま
で
の
〝
多
産

種
で
「
褻
（
ケ
）
の
食
事
」、
少
産
種
で
「
晴
の

食
事
」〞
が
食
の
基
本
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
国

産
生
鮮
冷
凍
水
産
物
の
総
流
通
量
を
上
回
る
輸
入

エ
ビ
・
マ
グ
ロ
の
流
通
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
と
さ

れ
る
も
の
の
本
当
に
消
費
者
が
選
ん
だ
結
果
な
の

か
と
疑
問
を
呈
し
、「
現
代
日
本
は
一
次
産
業
に

関
し
て
は
無
政
府
状
態
」
と
嘆
き
な
が
ら
欧
米
諸

国
の
漁
業
振
興
策
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　

自
国
の
食
料
生
産
基
盤
を
破
壊
し
つ
つ
あ
る
日

本
。
自
給
率
目
標
を
掲
げ
る
も
の
の
、
希
薄
に
も

思
え
る
食
料
安
全
保
障
意
識
。
冒
頭

に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
の
目
的
と

す
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
の
食
の
現
状

に
対
す
る
警
鐘
で
あ
り
、
末
端
流
通

や
食
材
消
費
の
構
造
変
化
の
影
響
等

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
点
も
あ
る
が
、
通

説
と
異
な
る
漁
業
実
態
の
指
摘
も
含
め
、
十
分
そ

の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。
真
の
漁
業

実
態
は
ど
う
な
の
か
等
、
本
書
の
指
摘
や
問
題
提

起
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
議
論
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
さ
ら
に
、
地
産
地
消
や
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
等

の
動
き
も
み
ら
れ
る
が
、
生
産
者
や
消
費
者
個
々

の
取
組
み
に
過
度
に
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、
食

料
産
業
全
般
に
つ
い
て
、
国
の
基
本
産
業
と
し
て

の
整
理
が
必
要
な
時
期
で
あ
る
と
思
う
。

（
二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
三
三
五
頁
、
三
、二
〇
〇

円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
村　

雅
晴
）

『
漁
業
崩
壊　

―

国
産
魚
を
切
り
捨
て
る

 
飽
食
日
本―

』
木
幡　

孜　

著
（
ま
な
出
版
企
画
）


